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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 河原木　泰志様～療養環境の調整の為、6号室から7号室へ移動しています。

· 大久保　美津子様～療養環境の調整の為、7号室から6号室へ移動しています。

· 板橋　トミ様～療養環境の調整の為、5号室から6号室へ移動しています。

· 高橋　礼子様～療養環境の調整の為、5号室から6号室へ移動しています。

· 田中　辰子様～療養環境の調整の為、5号室から6号室へ移動しています。

· 榊　由造様～検査の結果、閉塞性黄疸、及び胆嚢、胆管炎の疑いとの診断ですが、市民病院　　　　　　　　

　　　　　　　　より現在満床の為入院は引き取れないとの事でした。当院より、主治医指示に

　　　　　　　　てＡモダシン１ｇ+生食100ml（am），ＢＡモダシン１ｇ+生食100ml（pm）

A，B１０時間空けて施行指示あり。

＜隔離室使用患者様について＞

・　畑中　成夫様～昨日午前、午後、退出促しますが「物に当たってしまう」「神が出てくる」と強く拒否されています。夕食後、行動に落ち着き無く、室内歩かれていますが、衝動行為無く、妄想に左右された発言聞かれません。夜間途中覚醒無く

　　　　　　　　　休まれていますが、起床後、食事を食べたか、確認される事あります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

隔離開始時は、スタッフの腕を握る、吐薬、壁や床を殴る、大声で叫ぶ等見

られたが、現実に目を向けていただき、振り返りをして頂く事で、現在は、

　　　　　　　　衝動行為は無く、新聞を読まれたり、ラジオを聞き過ごされています。しかし

　　　　　　　　退出時、「つらい」「神が…」「早く部屋に戻りたい」と話され、ホールへ駆け足

　　　　　　　　で行き、スタッフの制止を振りほどこうとされる事あります。退出する事への

不安等を訴えられている為、少しずつでも開放時の刺激に対しての耐性を整え

ていく為にも、本人様との関りの時間を多く作り、介入していきましょう。

　　　　　　　　

　　・　野沢　英貴様～21:00～8:00の時間隔離中です。他患者様の衣類を脱がせ、着用された


り、盗食、他患者様の部屋へ侵入し窓の開閉を繰り返す等の迷惑行為が

エスカレートし、また、疥癬疑いもあった為、感染予防の為にも主治医

の指示にて時間隔離で経過しています。昨日は、隔離入室時（夜間）は

睡眠は確保できていますが、開放後は盗食をされたり、行動にも落ち着

きの無さ伺えます。
　　　↓
　　　　　　　　　　　迷惑行為に関しては、スタッフより、なぜ止めるよう促されるか分から


ず、また、本人様もなぜその様な行為をするのか分からない様子です。
その都度介入し






